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オペラ「ロはロボットのロ」の公演にあたって
~ご声援とご支援をお願い申し上げます~

若竹ミュージカル後援会会長 
東京学芸大学名誉教授　松矢勝宏

今回の公演は 2 つの記念すべき特徴があります。第一は、今までのミュージカル公演は、

ブロードウエイで公演され、映画化された大変人気のあるミュージカル『サウンド・オブ・

ミュージック』をはじめ『ウエスト・サイド・ストーリー』、『屋根の上のヴァイオリン弾

き』に挑戦してきたことです。出演者にとって大変難しい作品ですが、ご来場くださる方々

にとって魅力ある歌曲でいっぱいですから、若竹ミュージカルオーケストラが序曲を奏で

ると同時に、会場全体が楽しさでいっぱいになるというメリットがありました。

ところで今回は新しいジャンルに挑戦します。これが第二の特徴です。こんにゃく座の

萩京子先生の作曲によるオペラ『ロはロボットのロ』です。はじめは先生のご快諾により

演奏会方式で公演しましたが、今回は本格的なオペラとしての公演になります。物語は、

愛と勇気という人間にとって普遍的なテーマと科学技術とエコロジーの調和という現代的

なテーマが絡みあって展開しますが、子どもから大人まですべての世代が楽しめる素晴ら

しいオペラです。でも出演者にとっては今まで以上に汗を流す挑戦になりました。

来年は若竹ミュージカルが誕生してから 20 周年になります。この公演を来年の記念年

のプロローグとして位置づけたいと存じます。皆さんもご案内のように、ミュージカルで

あれ、オペラであれ、総合芸術ですから、大変に費用がかかります。基本的には東京学芸

大学附属特別支援学校の卒業生と保護者のうち音楽が大好きな方々が集まり、また有志教

員や市民が支援者になり、さらに在校生の音楽教室に協力してきた東京学芸大学管弦楽団

の OB・OG、そして楽団を指導する指揮者であり若竹ミュージカルの総監督である広井隆

先生の協力によって成り立つ全員参加型のミュージカル活動なので、日常的には手弁当主

義で運営しています。しかし、公演活動となると大道具・小道具等の製作や運搬などでか

なりの費用が必要です。そういうわけで、私たち応援団で若竹ミュージカル後援会を結成

し、募金活動をしてきました。どうか私たちの活動にご理解をいただき、賛助の環を広げ

るために皆さまのご協力を心よりお願い申し上げます。

ごあいさつ
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若竹ミュージカルの不思議な魅力 !

  映画「空想劇場～若竹ミュージカル物語～」　 監督  金聖雄

 「若竹ミュージカルとは ?」と聞かれれば迷わずこう答える。
 「歌はへた、踊りもいまいち、でもなんだか感動する !」
今までそんなミュージカルは観たこともないし、聞いたこともなかった。
なんといってもミュージカルで一番大切な歌と踊りがいまいちなのだ、本来なら話にな

らない。ではなぜ感動するのか ?「障害があるのに良くやっている !」もしそんな風に思っ
てしまうとしたらとても残念だ。彼らの舞台に心動かされるのは「本気かどうか !」とい
うことだと思う。音楽監督の広井隆さんはこう言っている。「ものづくりにこれで良いと
いうことはない。それぞれ高さは違うけどプロセスが大切」。

表現活動には、関わる人たちの生きざまが反映される。そこに障害があるとかないとか
は関係ない。くどいようだが障害があろうがなかろうがダメなものはダメで、良いものは
良いのだ。

若竹ミュージカルの最大の魅力は「本気度」。なぜならミュージカルがメンバーひとり
一人の生き甲斐であり、生活の一部になっている。知的障害や自閉症、ダウン症など障害
のあるメンバーは心底、歌や踊りを楽しんでいる。支援者のつもりだった親たちは今や俳
優としての意識のほうが高い。演出部は決して思い通りにならない役者たちをどうすれば
生かせるかを考え、オーケストラが一段とミュージカルをグレードアップさせる。そして
音楽監督は世界一難しいミュージカルの指揮に真っ向から挑戦している。

そんな個々の生きざまが共鳴し合いミュージカルを創りあげていく。ゆっくりゆっくり
「生きる」という作業と一緒にミュージカルを完成させていくのだ。それが舞台で表現さ
れた時に言葉では言い表せない感動を呼ぶのである。

結成から 19 年。これまで『サウンド・オブ・ミュージック』『ウエスト・サイド・ストー
リー』『屋根の上のヴァイオリン弾き』とオリジナルとはひと味もふた味も違う名作を創
りあげてきた。そしてこんどは『ロはロボットのロ』というオペラにチャレンジ。どんな
舞台が繰り広げられるのか実に楽しみだ。

2012 年、ドキュメンタリー映画「空想劇場～若竹ミュージカル物語～」が完成、話題
を呼んでいる。自画自賛するが映画もまた若竹ミュージカルの不思議な魅力でいっぱいだ。
特別に何か起こるわけではない。でもなんだか知らないけど面白い、心地いい、不思議な
気持ちになる。そんな映画に仕上がった。ぜひ観ていただきたい。

さて進化を続ける若竹ミュージカル。
「歌はへた、踊りもいまいち、でもなんだか感動する !」
なんとも言えない不思議で魅力的な世界をみなさんと一緒に楽しみたい。
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これがオペラ？新しい音楽表現の境地を体感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若竹ミュージカル代表　工藤傑史

作曲者の萩京子氏曰く「未来のようで未来ではない、昔のようで昔ではない…」、この
不思議なオペラ『ロはロボットのロ』とのお付き合いも 3 年目を迎えました。

この 3 年間を振り返ると、1 年目はミュージカル作品でやってきたように、「プロロー
グ（ぼくはロボットです）」や「エピローグ（テトのパンはあ）」のようなメロディが馴染
みやすく、しかも作品のテーマになっているような歌の練習から始めました。そこまでは
これまで通りに練習が進みました。

そして 2 年目。「パン工場」や「ぼくのおなかの中で」など、曲のハードルがぐ～んと
上がり、音程や拍子が急に難しくなりました。加えて、これまでのミュージカルではセリ
フで表現していたところにもメロディーやリズムがついて、切れ目のない曲の中で物語を
歌い続けなくてはならない箇所がたくさん出てきました。

例えば、第 5 場「ココの家」で、テト（主人公のパン製造ロボット）に差し出されたパ
ンを初めて口にするエド（ココの父：パン職人）とココ（娘）のやりとり…。

エド「あ　うまい！なんておいしいんだ。私だってこれほどのパンはつくれんぞ。ココ、
おまえも食べてごらん…」

ココ「あ　おいしい」
エド「あ　うまい」
ココ「おもわず　あ」
エド「びっくりして　あ」…

このやりとりのすべてにメロディーがついて歌われるのです。そこから、本当の意味で
オペラの世界へ足を踏み入れました。難しい歌い回しは一度セリフにして表現してから、
そこにメロディやリズムをつけてみる…。その歌い回しに慣れたら、それを曲の寸法の中
で歌えるようにしていく…。この作業はそれなりにたいへんでしたが、萩京子氏のおしゃ
べりをそのまま歌にしたようなすてきな音楽と、登場人物のユニークなキャラターの魅力
に支えられて、練習を重ねる毎にだんだんオペラらしくなってきました。

そしていよいよ 3 年目。最近の練習では、一つ一つの言葉が音楽と結びつくことによっ
て、これまでのセリフで表現してきた時とはまたひと味違う音楽表現の世界が、より繊細
に、よりイメージ豊かに表現されて来ました。これがオペラなんだ！この頃は美味しいも
のを口にした途端に「♪あ　うまい」と自然にメロディーがついて口をついてくることも
増えました。若竹ミュージカルでは当分このオペラ会話なるものが流行しそうです。本日
の公演では、そんな若竹版オペラの集大成をどうぞお楽しみください。

最後に、このすてきなオペラの演奏の機会を与えてくださった鄭義信氏、萩京子氏、こ
の作品を若竹ミュージカルのためにオーケストラ版に編曲してくださった萩京子氏、大部
胡知氏、いつも公演に際して照明で応援してくださる東京学芸大学の演劇ゼミのみなさん、
バックコーラスを盛り上げてくださる劇団「おとみっく」（東京学芸大学　加藤富美子先
生自主ゼミ）のみなさんに心からお礼を申し上げます。
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プロローグ
　

１. パン工場
　

２. ひとり旅
　

（３. イーストランドの門はカット )
４. イーストランドの市場

　
５. ココの家

 
６. イーストランド城

　
７. ココの家

　
    休　　憩 

８. イースト城
　

９. ココの家
　

１０. 北の塔
　

１１. ココの家
  

１２. イースト城
　

エピローグ

オペラ『ロはロボットのロ』
2012 年公演の構成
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ものがたりと歌とダンス
  未来のようで未来でない、昔のようで昔でない、不思議な世界の話。

( 作曲者：萩京子さんのことば )

　パンを作るロボット テト、テトの友達のココ、愛すべきパン職人のエド（ココの父）、
パン製造ロボットを作ったドリトル博士、テトの母 ( がわり ) のママ モンロー。そこに ､
イースト城では、魔女ノーマ、カエルに変えられた王様シオン、大臣たち、わがままなお
后様ジーンや金貸しのマニー・・・まるでおとぎ話とＳＦを合わせたような物語。
　テトがたったひとつ得意なもの、それはパン作り・楽しいパン作り。「パンを作れなくなっ
たら、ボクがボクでなくなる・・・。」そんな思いで旅に出るテトのお話です。

プロローグ
　♪ぼくはロボットです ーパンロボット６人・全員ー

パン製造ロボットＲＫＪ５０２Ａ００１名前はテト。苦手なことは、手と足の指を足して
も足りない位。テトの自己紹介です。( ６人のテトが登場し歌に合わせて、振りをします。）

１パン工場
　♪パン工場　ーママ モンロー・テト・パンロボット達 ・マリリン・ヘンリーじいさんー

テトは、毎日千個作っていたパンがだんだん作れなくなってしまいました。心配したママ 
モンローは、「働き過ぎだから、休んでいいよ。」と歌います。「もしも、パンが作れなくなっ
たら、ボクがボクでなくなっちゃう。」と言うテトに、逆にその思いに応じ、ドリトル博
士の元へ行かせます。

２ひとり旅
　♪てってこてとてと  ーコーラス ･ テトー　♭ ー柳の精、川の精ー
　♪たったひとつ得意なこと　－テト－

パン作りロボットのテトは、てってこてとてと歩いて行きました。
テトを直してくれるドリトル博士の住むイーストランドをめざして。
怖い ･ 困難な場面にめげそうになりながらも、「ボクがボクであるために ･･」と、たった
ひとつ得意なこと（パン作り）を歌います。

３イーストランドの門 (カット )
４イーストランドの市場
　♪イーストランドの市場　－どろぼう市場の人たち（ダイヤ・サファイヤ・花子・ルビー）－

イーストランドに着いたテトを待っていたのは、市場の人たちです。
この市場は、どろぼう市場。あやしげな風体で歌いながら、人をたぶらかして誘惑してい
ます。だまされそうになったテトを助けてココは家に誘います。

５ココの家
  ♪はぁああああぁなにもない　ーエドー

ケチで欲ばりなお后様ジーンのせいでだまされて、パンを作る材料がない ･･･ とココのお
父さん・エドが歌います。

  ♪ごめんくださいカネ　ー金貸しマニー（もとはカエルだった）ー
借金の３００イーストランド金貨を取り立てに金貸しマニーがやってきました。

「この家は絶対渡してはだめ。」と言うココ。困っている様子を見てテトは「パンを作りま
しょう。」と提案。

　♪ぼくのおなかの中で　ーテト・町の人たち・ココ・エド－
　♪テトのパンは　あ　　ー町の人たち・ココ・エド－

二人の目の前でテトはパンの種を取り出し、お尻から見事にホカホカのパンを生み出しま
す。テトのパンのおいしさに感動したエドとココは、パン屋を再開。またたく間に売り切
れ、３００イーストランド金貨を稼ぐことができました。

６イーストランド城
　♪なんておいしいパン  ーお后ジーン・シオン達 (カエルに変えられている王様達 )

　　　　　　　　・金貸しのマニー ･ 魔女ノーマ ･ 侍女達ハロー
テトが作ったパンに夢中になったお后ジーン。もっともっと欲しくてたまりません。ロボッ
トが大嫌いな魔女ノーマ達が歌います。ノーマの退場後、金貸しのマニーが現れ ､「パン
を作るロボットが欲しいか？」とジーンに持ちかけます。
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７ココの家
　♪花捲（ホワジュワン）  ーテトー

ココの頬に触れたテトは、柔らかくて遠い中国にバラの花の形をした花捲（ホワジュワン）
というパンにたとえて ､ 淡い恋心を歌います。
別の証文を示され、６００万イースト金貨の借金があることを知ったエドとテト。そこへ
金貸しのマニーが現れて ､ 借金のかたにテトをお城に連れて行きます。

    休　　憩 

８イースト城
　♪♭パパパパパン  パン　ージーン ･ ハロー ･ シオン、タンゴグループ、もっと隊ー

ジーンが「もっとパンが欲しい！」と歌い、タンゴグループやもっと隊が景気をつけて踊
ります。

  ♪あのパンが食べられなくなってしまう  ージーン・マニーー
ジーンとマニーのかけひき。パンをもっと食べたいためロボットを直したいお后様ジーン。
ココを死刑にするために、罪を作るという金貸しのマニー。

９ココの家
　♪ココのアリア　ーココ－

ココはお月さまに、テトの無事とテトの帰りを祈って歌いあげます。

１０北の塔
　♪北の塔　ードリトル博士・テト・町の人たち－

ドリトル博士が幽閉されている北の塔に、壊れかけたテトが運び込まれます。
ドリトル博士の処置で目を覚ましたテトは、直してくれるように懇願します。

「あんなつまらない人間たちのためにパンを作ることなどない。」とドリトル博士。ふと窓
の外を見ると、ココの家が燃えています。「ココを助けなくちゃ。」と激しく壁にぶつかっ
ては倒れ、また起き上がるテト。自分が壊れてもココを助けたいというテトの気持ちに押
されて、博士はテトに応急処置をほどこしました。

「ロボットに感情が？！」

１１ココの家
  ♪燃え上がる火がイーストランドの  ーコーラス（町の人たち）ー

燃えさかる火の中から、ココと金貸しマニーを助け出すテト。それにもかかわらず、「火
をつけたのはこのロボットだ。」と告発するマニー。テトは役人達にお城に連れて行かれ
ます。今度は自分たちが助ける ･･・・と立ち上がるココとエド。

１２イースト城
　♪悪い予感が黒雲になって  ー魔女ノーマ・シオン（蛙）ココ・テトー

魔女ノーマに内緒でロボットを運び込んだり勝手なことをしたジーン達。怒っ たノーマ
がテトを壊そうとするところへ、ココとエドがピストルを持って登場。 ジーンは、魔法
に誤ってかかり消滅。最後のパンの種をノーマの口めがけて放り 投げたテト。ノーマの
身体はふくれあがり爆発。魔法がとけて王様達に戻ったシオン達、カエルに戻ったマニー。

　♪だめだ。たてないよ  ーテト・ココ・ドリトル博士ー
すっかり弱って動かなくなったテト。「不可能を可能にするのが科学者。」とココに迫られ、
ドリトル博士はテトを直す事に・・・・。

エピローグ
　♪新しい朝・テトのパンはあ　ーパン職人・ココ・全員－

テトはまだ眠り続けています。
ココはテトが目覚めるのを待ち続けています。エドと一緒にパンを作りながら、待ち続け
ています。

「また、新しい朝がきたんだよ、テト。早く目を覚ましてよ、テト。
新しい朝だよ、テト。」

♪ 曲    ー歌う人ー　　♭ ダンス　ー踊る人ー

                                            ( 演出部 : 三輪禎子、山本正子 )
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若竹ミュージカルオーケストラ

　広井 隆 ( ひろい たかし）
東京芸術大学指揮科卒業
三石 精一、　金子 登、エルヴィンボルン、渡辺 暁雄、山田一
雄諸氏に師事。1974 年、安宅賞受賞、日本指揮者協会会員、
日本演奏連盟会員。
1992 年より、東京学芸大学附属特別支援学校に於ける東京学
芸大学管弦楽団「音楽教室」で指揮を執られ、児童、生徒、保
護者より絶大な信頼をよせられている。
1996 年より、『ウェスト・サイド・ストーリー』、『サウンド・
オブ・ミュージック』、『屋根の上のヴァイオリン弾き』で若竹
ミュージカルの指揮ならびに指導をいただいている。

赤澤秀行	 (Trp)
飯島	友香里	 (Hr)
池本	登	 (Hr)
大串	清文	 (Cb)
大関智子	 (Fl)
小澤	耕平	 (Ob)
工藤	久美	 (Piano)
小松	拓巳	 (Va)
坂下万里子	 (Vn)
佐藤	寛治	 (Fg)

島田	栄子	 (Vc)
田中	博	 (Vc)
田邉誠子	 (Perc)
谷口	晶子	 (Vn)
谷口	良二	 (Trb)
鳴瀬絵理	 (Cl)
庭野友希	 (Cl)
蜂須	健司	 (Vn)
森永	佳代	 (Vn)
矢浪	陽子	 (Perc)

Vn ：ヴァイオリン
Va ：ヴィオラ
Vc ：チェロ
Cb ：コントラバス
Fl ：フルート
Ob ：オーボエ
Cl ：クラリネット
Fg ：ファゴット
Hr ：ホルン
Trp ：トランペット
Trb ：トロンボーン
Perc ：パーカッション
Piano ：ピアノ

指揮：広井 隆

相磯	君絵	( コーラス隊 )
相磯	岳史	( 市場の人 )
生田	しおり（コーラス隊）
石黒	真衣子	( 市場の人 )
石黒	芳子	( 市場の人 )
伊藤	公一	( マニー )
伊藤	敬子	( 市場の人 )
植田	久	( エド )
大野	優子	( コーラス隊 )
小野寺	邦江	( 市場の人 )
小野寺	恵江	( コーラス隊 )
河西	正子	( コーラス隊 )
河西	美保子	( ハロー )
春日	貴代志	( ダンス隊 )
加藤	彩	( ハロー )
加藤	富美子	( コーラス隊 )
上林	やよい	( 柳の精 )
木村	智子	( 川の精 )
工藤	傑史	( ドリトル博士 )

栗山	和宏	( ヘンリー爺さん )
小島	訓子	( 市場の人 )
小島	諭	( シオン )
小林	憲治	( 市場の人 )
小林	美保	( 市場の人 )
小林	竜一	( シオン )
近藤	さと子	( 市場の人 )
近藤	由紀子	( 市場の人 )
坂井	照子	( 市場の人 )	
坂井	智明	( 街の人 )
佐藤	佳代	( 川の精 )
清水	志保子	( 市場の人 )
清水	美恵子 ( 市場の人 )	
白川	博子	( コーラス隊 )
白川	優子	( 市場の人 )
鈴木	文雄	( コーラス隊 )
鈴木	真奈	( マリリン )
鈴樹	裕一	( 役人 )
清野	友規	( 街の人 )

清野	三千子 ( コーラス隊 )
関	千晶	( 市場の人 )
関	久江	( コーラス隊 )
田口	雅之 ( ダンス隊 )
高岡	由季（コーラス隊）	
谷山	いづみ	( 市場の人 )
谷山	洋子	( コーラス隊 )
坪上	義子（ハロー）
戸谷	さほ ( ダンス隊 )
戸谷	好秀	( コーラス隊 )　
戸田	尚幸	( テト )
戸田	玲子	( ジーン )
長田	翔平	( 市場の人 )
根本友己	( 役人 )
橋本	明子	( ノーマ )
福井	晴美		( コーラス隊 )
藤井	佑樹	( シオン )
藤江	真二郎 ( ダンス隊 )
藤江	もと子	( コーラス隊 )

冬木	理紗（コーラス隊）
堀内	和子 ( コーラス隊 )
堀内	熙（街の人）
松矢	勝宏（コーラス隊）
三島	由梨（コーラス隊）
三輪	禎子	( ママ・モンロー )
茂木	季	( ココ )
盛生	桂子	( 市場の人 )
盛生	正子	( 街の人 )
山口	梨恵（コーラス隊）
山本	正子	( コーラス隊 )
行友	宏文	( 役人 )
吉田	進也（コーラス隊）

キャスト紹介

今回出演しない仲間
津田	愛子
津田	淳子
上田	徹
上田	恭子
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スタッフ・公演協力者

相磯	嘉雄
會澤	加奈子
市原	一宏
市原	弘乃
伊藤	敬子
植田	源
植田	千代子
大串	清文
大関	智子
大野	優子
風間	信治
河西	正子
春日	三枝子
加藤	亜紀
加藤	富美子
木村	希代子

工藤	傑史
工藤	久美
栗山	和枝
越川	徹郎
小島	詔
小島	訓子
小林	幸子
小林	春江
小林	美沙子
近藤	和子
近藤	由紀子
坂井	照子
佐藤	順子
清水	美恵子
鈴樹	勝子
鈴木	千夏

鈴木	文雄
関谷	良美
世良	隆浩
高橋	佳子
田口	みどり
立山	直子
谷口	良二
坪上	禮子
戸田	玲子
長田	菜穂美
根本	友己
橋本	明子
平野	亜紀
福井	晴美
藤江	もと子
藤井	弘美

三輪	禎子
茂木	千沙
矢間	直世
山本	正子
行友	喜代子
渡辺	勝重

東京学芸大学
表現コミュニケーション専攻
　(	國本紗季		清水理央		白石みさと）
出口研究室の皆さん
橋本研究室の皆さん

　萩 京子 ( はぎ きょうこ )：作曲
東京都出身。1978 年、東京芸術大学作曲科卒業。1979 年よりオペラシアターこ
んにゃく座の座付作曲家・ピアニストとして活動。1997 年より音楽監督、2004 年、
代表に就任。主なオペラ作品は、宮澤賢治原作による『シグナルとシグナレス』『北
守将軍と三人兄弟の医者』『注文の多い料理店』、シェイクスピア原作・『十二夜』（林
光と共同作曲）、『夏の夜の夢～嗚呼！大正浪漫編』、その他『金色夜叉』『まげもん』

『にごりえ』『好色一代男』『ネズミの涙』など。合唱曲『飛行清』（寺山修司：詩）『朝
のパン』（石垣りん：詩）『きもちのふかみに』（谷川俊太郎：詩）『はっぱとりんかく』

（まど・みちお：詩）など。古今東西の詩人の詩によるソング多数。こんにゃく座
以外の劇団への劇音楽も多い。

　鄭 義信 ( ちょん うぃしん )：台本
兵庫県出身。劇作家、演出家。93 年に『ザ・寺山』で岸田國士戯曲賞を受賞。『月はどっ
ちに出ている』の脚本で、毎日映画コンクール脚本賞、キネマ旬報脚本賞などを受
賞。98 年には、『愛を乞うひと』でキネマ旬報脚本賞、日本アカデミー賞最優秀脚
本賞ほか数々の賞を受賞。2008 年の日韓合同公演『焼肉ドラゴン』（新国立劇場）
では、鶴屋南北戯曲賞、読売演劇大賞、伊國屋演劇賞 個人賞など、その年の演劇
賞を総なめにした。映画、演劇、テレビの分野で活躍。また、こんにゃく座の『ロ
はロボットのロ』『まげもん』『ネズミの涙』などの作品でオペラ台本・演出を担当
している。

プロフィール
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川の精が
水の動きを工夫しています

「ヤッター！」と
　　　マニーは大喜び

「行っちゃーダメ、
　　戻ってきてテト！」

マエストロから
ソリスト達への

アドバイス

「♪あっうまい！」
「あっおいしい」
「おもわず “あっ”」

本番に向け

　　オーケストラと

　　　　　響き合い

広報誌 GO2 ブロードウェイも
2012.7.22 に 200 号を発刊
１号からのファイル！！！

「ゲーロ、ゲーロ」と
　　カエルに変えられた
　　　　王様と大臣たち

「若竹まつり」で若竹ミュージカルを紹介
（2012.10.14）

広報活動

「
さ
ぁ
こ
れ
を
投
げ
て
」

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
パ
パ
と

マ
マ
の
練
習
に
参
加

2012　小金井祭公演に向けての練習風景
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広島上映会の受付準備
（2012.5.4）

武蔵野スイングホールは満席！！
（2012.4.27　）

バス 2 台で会場に到着

南アルプス市連合ＰＴＡ学習会での公演

南アルプス市櫛形生涯学習センター　あやめホールの前で

開演前に客席のお客様と一緒に
” テトのパンは　あ” を練習！！

全国国立大学附属学校 PTA 連合会
での上映会（2012.10.5）

ドキュメントタリー映画

上映会点描

2011.11.26
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「パンとわたし」

18 回卒　坪上義子
私は、メロンパンが大好きです。皮がかりかりして

いて、干しぶどうの入っているのは、甘くて好きです。

坪上禮子
日中戦争の頃のパンは、ジャム、クリーム、あんパン、

食パン位で、おやつだった。戦争が拡がり、物がなく

なり、食パンは一人半斤並ばないと買えなくなった。

太平洋戦争になると、米は勿論、小麦粉も少量の配給

しかなく、パンなど見ることさえなかった。敗戦前後

の数年間は、どうして生き延びられたのか思い出すだ

けでも辛く悲しい・・・・。“背中とお腹がくっつい”

ていた。

敗戦後は、少しずつ闇市などに食料品が出始め、卒

業して勤めた所の地下に、今のお弁当屋風の店が出来

た。ある日そこで、食パンにコロッケ、刻みキャベツ

を挟んだパンを見つけて、それを食べた時には、震え

る程なつかしく嬉しかった。しばらくして、青山に「ド

ンク」が開店し、フランスパンを販売するとの記事が

載り、当日は長い行列だったとか。その後、私も渋谷

で本式のフランスパンを手に入れた。長い紙袋に入っ

たパンの皮の固い手触り、久しぶりのパンの香ばしい

匂い、平和であることの幸せ。

今、どこの街でもパンが一杯、溢れそうだ。菓子パン、

お惣菜パン。わくわくするのだけれど、“こんなに品

物が溢れていていいの” との声が、どこかから聞こえ

てくる。どう考えたらよいのだろう。

──────────────────

「パンとわたし」

21 回卒　植田久
私は、惣菜パンが好き。パンを食べ始めたのは、2

歳頃だったとか。いろんなパンを覚えているのは、伯

母（母の姉）が母に教えてくれて焼いたパンを食べた

こと。パンを好きになってきたのは、中 2・3 年の頃。

私の好きなベスト 3、①コーンパン（焼き肉の上にコー

ンとマヨネーズをのせて焼く）②アンパン（木村屋で

働いていた頃から）③アップルパン（母がりんごを煮

てくれるのをのせてトーストする）そしてクリームパ

ンも好物です。ミュージカル公演に出かけてくれるお

客様、僕たちの大切にあっためてきた「ロはロボット

のロ」をゆっくりみて下さい。心よりお待ち申し上げ

ておりますゾ！！

「パンとわたし」

植田千代子
私たちパンといえば、終戦後の代用食！それでも、

あの食糧難の時代、配給の小麦粉をパン屋さんに持参、

「進駐軍のパン」と称しとても白くてキメの細かい食

パン。はっきりした記憶ではないけれど、これほど美

味しい食パン、当時、すごく贅沢な食感でした。上等

のこのパンはパン屋さんも少量しか焼かず、早く開店

時に行かないと手に入りません。少量の小麦粉の量で、

上等～普通とパンに差があったようです。学校給食は

5・6 年生頃のコッペパン、これは余りおいしくなく、

うれしい想い出ではありません。空腹を満たしてくれ

るだけのもの。近頃は贅沢な時代になりました。美味

しいパンが溢れ、お菓子感覚。なんだかバチがあたる

オモイです。

──────────────────

「パンとわたし」

25 回卒　小林竜一
ロはロボットのロのうたをうたうと、おいしいパン

がうかびます。

 Viva 若竹ミュージカル！
　Part XII

注：Viva 若竹ミュージカル Part Ⅰは 97 年公演プログラムに、 Part Ⅱは 2001 年公演プログラム、
　　Part Ⅲは 2005 年公演プログラム、 Part Ⅳは 2006 年東久留米公演プログラム、 Part V は 2006 年公演プログラム、
　　Part Ⅵは 2007 年公演プログラム、 Part Ⅶは 2008 年公演プログラム、 Part Ⅷは 2009 年公演プログラム、
　　Part Ⅸは 2010 年公演プログラム、　 Part X は 2010 年小金井祭公演プログラム Part XI は 2011 年小金井祭公演プログラム、

　　にそれぞれ掲載

今回のテーマは「パンとわたし」



13 

小林美沙子
最近のパン屋さんには沢山の種類がならんでいま

す。家にロボットがいて食べたい時に焼きたてのあた

たかい、美味しいパンが “チーン” と出来たら楽しい

だろうなあと、ミュージカルを見ながらつい考えてい

ます。

──────────────────

「パンとわたし」

25 回卒　田口雅之
ぼくは、パンが大すきです。一ばんすきなのはハム

サンドです。そのつぎはクリームパンです。まい日た

べたいです。

田口みどり
雅之が3～4歳の頃、青山の先生のもとへ親子で通っ

ておりました。場所柄、最先端のお店が並んでおり、

何気なく入った A 店のパンがどれもおいしく、自宅付

近で売られているのとは格段の差がありました。最近

になり、久しぶりに入ったその A 店のパンを食べて

「エッ！」と何か不思議な気持ちになりましたが、自

分の舌が肥えた事もありますが、何処のパン屋さんも

技術があがり、それ程の差がなくなってきたのでしょ

う。若竹ミュージカルも、年ごとに目の肥えたお客様

ががっかりなさらない様なミュージカルにしていかね

ば・・・・と思うこの頃です。

──────────────────

25 回卒　木村智子
はじめてパンの缶詰を食べました。　イチゴ味の缶

をシーチキンの缶と同じように開けました。空気にふ

れたらぷぅ～っと大きくふくれるのかと思ったけれど

缶の大きさと同じでした。やわらかくて小さい赤いい

ちごの実がいっぱいで、とっても美味しくてもっと食

べたかったです。干しブドウやオレンジ味などいろい

ろな味のパンもあります。災害にあった時にこんな美

味しいパンがあったら元気になれそうです。　

木村希代子
私の幼い頃にはパンは売っておらず、母親がメリケ

ン粉にふくらし粉を入れ、フライパンで焼いたりアル

マイト製のお弁当箱にタネを流しいれて蒸し器で蒸し

てくれたりしたものです。最近はパンの缶詰まである

ことを知り驚きでした。それを作っているアキモト社

長のお話はそれ以上の驚きです。阪神大震災の時に支

援物資として送ったパンが日持ちをしないことがきっ

かけで、パンの缶詰という画期的な商品を開発されま

した。その社長の考え方は　チェンジ、チャレンジ、
チャンスの三つのＣです。変わるぞと宣言してチャレ

ンジすれば、そこにチャンスがやってくるがアキモト

社長の考えと実行力でした。この缶詰パンは宇宙ス

テーションの食事にも出されています。社長の大好き

な言葉は「気楽に頑張れ」気楽に物事を頼める友達を

たくさん作れよということ。あきらめずチャレンジし

続けていれば応援してくれる人がたくさん現れる。ア

キモト社長の考え方は若ミュージカルと似ている所が

あるなぁ、と思いました。我々も今ではたくさんの支

援者の方に恵まれています。チャンスはどんなチャレ

ンジから生まれるのか楽しみです。

──────────────────

「たまごのサンドウィッチ」

25 回卒　近藤さと子
私はパンが大すきです。一ばんすきなのは、ゆでた

まごのサンドウィッチです。ようちえんのおべんとう

は、いつもサンドウィッチだったそうです。

近藤和子
5 人家族でしたから、ドライヴに行く時は 3 斤の食

パンに、玉子、ハム、ツナ、チーズ、やさいなどはさ

んで、１口ぐらいの大きさに切って、運転しながらで

も食べられるようにしていました。ポットにお湯を入

れコーヒーや紅茶も入れて、渋滞をしても大丈夫なよ

うに。三重の実家に行く時は余分に作って持って行く

と母が喜んで、おいしそうに食べていたことを思い出

します。最近はあまり作りませんが、朝早く出かける

時、前の晩に玉子と玉葱をマヨネーズでまぜたのを

作っておくと朝食の支度が早く出来ます。それぞれ自

分ではさんだり、レタスにつけたり自由に食べていま

す。久しぶりにサンドウィッチが作りたくなりました。

──────────────────

「私の好きなパン」

27 回卒　小野寺邦江
私はクリームパンが大好きです。いつもパン屋さん

に行くとクリームパンを買います。学校の給食で出る

パンはカレーパンや、きな粉パンや、焼きそばパンが

おいしかったです。今は食パンに玉子やハムを入れた

サンドウィッチがおいしいです。テトが作るパンも食

べてみたいです。
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「思い出のコッペパン」

小野寺恵江
終戦後の食糧難だった何もない時代のコッペパンは

本当に美味しかったです。そのコッペパンでさえ自由

に買えず配給制でしたので、家族分のチケットを持っ

て行かないと買えませんでした。パン屋さんといって

も今のようなお店はなくパン工場のようなところで棚

もケースもなく木製の箱に入っているだけでした。あ

とは母が工夫をして蒸しパンのようなものを作ってく

れたり、さつまいもの粉（生のさつま芋をスライスし

て粉にしたものです）でパンのようなおだんごのよう

なものを作ってくれました。何か寂しい侘びしい話ば

かりですみません。今はパン屋さんに行くと何にしよ

うか迷ってしまう幸せな時代になりました。でも最後

はこんがり焼けた食パンにバターを付けたのが最高か

な？・・・・。

──────────────────

「パパパパ  パンのこと」

近藤由紀子
パンは一体、いつ頃から食べられるようになったの

でしょうか。食べるばかりで考えた事もなかったので

すが、4 千年前に作られたパンが、ロンドンの大英博

物館で見る事が出来ると聞きました。パンの誕生は、

紀元前 7 ～ 4 千年頃のメソポタミア流域とされてい

て無発酵のパンだったそうです。発酵した生地を焼く

パンは、古代エジプト人がパンつくりを途中でやめて

しまい、放置されたパン生地は、翌日ふっくらよい香

りがして、焼いてみると大変美味しいパンが出来たの

が始まりだったようです。パンだけではなく、例えば

ペニシリンもそうですが、ふだんやらない事が、思い

もよらぬ良いものにつながり、多くの人に幸せをもた

らしてくれました。本公演も、思いもよらない発酵の

力を借りて、ふっくら大きな舞台となりますよう願っ

ております。

──────────────────

「パンとわたし」

27 回卒　鈴木真奈
わたしは、パンと聞くと、食パン、バターロール、

クロワッサン、「ツナ、たまご、やさい、ハムなどの

サンドイッチ」を想い出します。食べた瞬間に、「あー、

おいしいな！」と幸せを感じます。こんどのオペラは、

パン製造ロボットの物語です。楽しく演じます。

「パンとわたし」

鈴木文雄
私は、最近、娘をグループホームへ入居させ、独り

で生活しています。朝食は、永年の習慣でパン食です。

食パンにバター、マーガリンを塗って、レタス、ハム、

チーズをトッピングしてオーブンで焼いて食べます。

別に、レタス、きうり、ピーマン、トマトなどの生野

菜に、ゆで卵かスクランブルエッグなどを添えた一皿

を食べます。モーニングコーヒ―は、目ざましに必須

です。時々、朝食を食べながら、家内が元気だった頃、

毎朝、焼いて呉れたバターロールの味の美味しかった

ことを想い出します。今回のオペラでは、バックコー

ラスの一員としてパン製造ロボットと町の人を演じま

す。

私は、最近、腰痛を抱え、そろそろ引退の年齢にな

りましたが、今回は、老骨に鞭打って、一生懸命演じ

ます。　皆さん、子供たちの熱演を大いに楽しんで下

さい。

──────────────────

「パン大好き」

27 回卒　盛生正子
私の一番好きなパンはソーセージパンです。お姉さ

んは、トースト、お母さんはアンパンです。お給料を

もらうと時々買ってあげます。今日はソロで最初に歌

います。がんばります。

「あきらめないこと！」 

盛生桂子　
初めて “ロはロボットのロ” を聴いた時何て難しい

んだろう、私達が演じる事ができるのかしら、音ばか

りに集中していると高音で内容もさっぱりわかりませ

んでした。私はこの間３年あまり闘病生活を送ってお

り、朝、昼、夕と聴いている内にこのストーリーと

テーマが私の人生とだんだん一致してきました。私の

子供の頃はコッペパンの中にアンコが入って 15 円の

時代でした。最近では見た目も美しい、かわいい、且

つおいしいパンが作られています。大量生産も機械で

作られます。私達親子の人生もパン作りと同様、試行

錯誤していろいろな事に挑戦をして歩んできました。

ミュージカルに出会った 18 年前を振り返ると、正子
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はひとことのセリフが言えず本番でやっとのことで言

える事ができました。今も脳裏にやきついています。

これは絶対にあきらめないで可能性を信じて必ずでき

る様になると今までやってきました。真に “継続は力

なり” です。私もこの子供のおかげさまで共に大きく

成長できたかなと思います。一生に一度の人生を輝い

て生きていきたいと思います。今日のコンサートをみ

ていただきテトの作るパンはみんなを幸せにするパン

です。私達のミュージカルも皆さんに感動を差し上げ

られたら、この子らが世の光となって一隅を照らすで

しょう。・・・すべての出会いに感謝。

──────────────────

　「パンもいいなぁー！でも僕はご飯が好き」

30 回卒　伊藤公一
　僕のパンの思い出は、体育館いっぱいにパンの焼

けるいいにおいがして、みんなと分けてひとくち食べ

た、あの焼きたてパンがすごくおいしかったことです。

パンもいいなぁーと思いました。福生あらたま寮の朝

食は週に３日パンです。学園の人が焼くパンです。チー

ズパンやゴマの入ったパンです。でも僕はご飯の方が

本当は好きです。パンだと仕事で荷物をだしたり、し

まったりして働くと、お昼近くお腹がグウグウ鳴りま

す。ご飯で焼き肉やハンバーグ、トンカツをおかずに

食べると力が出ます。僕は仕事人、だからご飯です。

　　　「誠君のおばあ様のクロワッサン」

伊藤敬子
　今から３２年も前のことです。次男が三鷹市に新

設された「わかば学級」に入学してマンホールが大好

きな誠君と出会いました。たった二人の１年生。自然

家族ぐるみのお付き合いになりました。グランドピア

ノでセレナーデを奏でるおじい様の側で白髪のおばあ

様がパンやクッキーを焼かれる西洋のおとぎ話の様な

ご家庭でした。今のように沢山の美味しいパンがお店

に並んでいない頃でした。三角のパン生地をクルクル

と巻いて、はけで卵をさっと塗り焼き上げた、バター

の香りがいっぱいのおばあ様のクロワッサンは、それ

は美味しいものでした。帝国ホテルでも味わえないよ

うな格別に美味しいクロワッサンでした。その後、別々

の道を歩み、風の便りに誠君は群馬の施設に入所。お

元気だったおばあ様は今夏の暑さが乗り切れずにお亡

くなりになられたと伺いました。今でも忘れられぬお

ばあ様のクロワッサンの味。私の味の宝物です。

──────────────────

「“メロンパン” が好き」　　　

30 回卒　清野友規
ぼくは小さい時はバタートーストきり食べませんで

した。でも、学校の給食でだんだん、色んなパンを食

べられるようになりました。今は、メロンパンが一番

好きです。テトのメロンパンは大きいかな？食べたい

です。

（小学校１年生の給食で初めてお砂糖のついた揚げ

パンが出た時、手に付いたお砂糖を “バッチィー” と

言って振り落とし絶対に食べなかったそうです。・・

担任の先生のお話）

　「母の手作り “パン”」　　

清野三千子
　日本が終戦を迎えた時、私は小学校４年生でした。

当時は凄い食糧難の時代で満足な食べ物はなく、勿論、

パン等何処にもありませんでした。

その頃、母は有り合わせの材料でパンを焼いてくれ

たのです。小麦粉と重曹と砂糖を混ぜ、牛乳で硬く練

り上げ、オーブンもない為、フライパンで弱い炭火の

コンロに乗せ、じっくり時間を掛けて焼きました。ど

の位、時間が掛ったか覚えていないのですが、それが

厚さ５cm 位に膨くれ、表面にこんがりと焼け目が付

き見事なパンが焼き上がりました。待ちに待っていた、

私達に母がそれを切り分けてくれ、私は無中で食べま

したが、本当に美味しく、あの味は忘れられません。

これも、材料が手に入った時のみの楽しみで、しばし

ば食べる事は出来ませんでした。それから、数年後、

学校給食にコッペパンが出るようになり、町にも小さ

なパン屋さんが出来ました。

こんな昔、テトだったら、どんなパンを焼いてくれ

たでしょう。パンの歌を歌いながら、フト、母の手作

りパンを思い出しています。

──────────────────

「パン！！」

31 回卒　相磯岳史
パンが好き嫌い？と聞かれたら！！目の前にあれば

食べるけれど、自分で買ってまで食べたいとは思わな

い。だから好きでも嫌いでもなく普通だと思う。でも
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「ロはロボットのロ」のパンは甘くて良い香りで美

味しそうだから、食べてみたい気持ちにさせてくれ

る。そうしたらきっとパンが大好きになると思う。

相磯君絵
店の前を通るとパンの美味しそうな匂いがプーン

と鼻をくすぐる。その匂いにつられて店の中へ入る。

いろんなパンが並んでいて、全部美味しそうなので、

あれこれと買うのに迷ってしまう。でも結局いつも

食べなれているものを手に取ってしまう。若い頃朝

食にパンを食べていた時もありました。今はパンも

よいけれど、白いご飯が一番と思うようになってい

ます。

──────────────────

「ぼくとパン」

31 回卒　小島諭
『ロはロボットのロ』の歌で、ぼくはいろいろなパ

ンがでてくる「♪パン工場」の歌が一番好きです。

ぼくはお母さんが作る「くるみパン」がすきです。

ぼくのとくいなことは台所をピカピカにすることで

す。

「パンと言えば・・・・・」

小島訓子
諭がまだ小学校の低学年だった頃、近所にパンの

専門店ができました。今では当たり前のことですが、

そのパン屋は入り口でトレーとトングを自分で持っ

て、陳列台にならんだ自分の好きなパンを取ってト

レーに入れるのです。私は ､ パンの匂いと種類の多

さに幸せを感じたものでした。夕方の何度目かの出

来上がり時間に合わせ、まだまだ脱走癖の直らない

諭をつれパン屋に行きました。彼は “好きなパンを

選ぶ” と言う事が出来ませんでした。一番始めに眼

に入ったパンをトングでつかんでトレーに入れるの

です。この子は自分で選ぶと言う事ができるように

なるのかなぁ～、と情けなく思ったものでした。い

つの頃からか・・・・・。彼は陳列台の前で「う～

～～んと、え～～～と」と言いながらパンを選べる

ようになりました。そしてパンだけでなく ､ 居酒屋

でのメニュー選び、着るものから出掛けるところな

ど自分で希望が伝えられるようになりました。女の

子の好みも？？？

──────────────────

「我が家の朝食」

31 回卒　坂井智明
朝は、お母さんの作ったパンのにおいで目がさめ

ます。ふんわり柔らかなおいしいパンのにおいです。

お父さんは手作りジャムをたっぷりつけて食べま

す。私はピザソースとチーズをたっぷりのせてピザ

パンにして、私の入れたコーヒーと一緒に食べます。

くるみののったあんぱんも好きです。パンパンパン

大好きです。

「パン作り」

坂井照子
何しろパンが好きな私。お米が無くてもパンさえ

あればと言う程パンが好きです。新しいオーブンを

買った時、パン作りが始まりました。たたいて、た

たいて、もんで、伸ばして、丸めて、一時発酵、二

次発酵、いやはや大変です。オーブンの中で、ふん

わりふくらんで、出来上がるまでのわくわく感がた

まりません。たたいて、たたいて、もんで、伸ばし

て、ついに肩が上がらなくなりました。今ではホー

ムベーカリーの力をかりて、楽しんでいます。いろ

いろ混ぜたり、包んだり、のせたり、アレンジのき

くパン。家族に “ハイ食べて” とさし出す私。パン

作りが大好きです。

──────────────────

「ぼくのたべものについて」

31 回卒　藤江真二郎
　ぼくの朝食はバターロールとミルクティです。

お昼は職場で中華麺とご飯とアイスコーヒーを食べ

ています。夜はあったかいご飯といろいろおかずを

食べるのが好きです。休みの日にはおやつにイチゴ

ショートケーキを食べることが大好きです。

「コタツでパン」

藤江もと子
ずっと昔、冬になると雪がたくさん降る街に住ん

でいました。朝からどんどん雪がつもる日は、パン

を焼きます。まず強力粉を計って、卵とバターと、

ちょっぴりの塩、砂糖、ミルクを入れ、力強くこね

ます。伸ばしてたたんでまとめてこねてたたいてこ
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ねて（ここまでは歌の通りです）、丸くまとめて大

鍋に入れ、蓋をして大きな布に包みます。これをコ

タツに入れて、私も一緒にコタツに入って、じっと

発酵するのを待つのです。大きく膨らみました！　

最初は押しつぶしてもう一度まるめてコタツへ、二

度目に大きくふくらんだら発酵は終わり。私の得意

はバターロール。ちぎって伸ばして細長い三角にし

て、くるくる巻いて、卵汁を表面に塗って、さあ、オー

ブンへ。

良いにおいが部屋中にただよって、そろそろ焼け

てきたようです。

「どれどれ、どんな具合かな」まず一つ、パクパク。

「おっ、うまくできているぞ」もう一つ、パクパク。

「こっちは焼きいろが良いぞ」ついつい、パクパク。

「ああ美味しい！焼きたてってどうしてこんなに美

味しいの」パクパク。

沢山作ったバターロールがどんどん減って行きま

す。

そして数日後、私のからだはパンと同じようにふっ

くらとふくらみました。　　

　おわり

──────────────────

「パンとわたし」

31 回卒　小林美保
わたしは、カレーパンが大好きです。メロンパン

も好きです。お母さんは今は手作りのパンを作らな

いです。

「パンとわたし」

 小林春江
私がパンで思い出すことは、小学５、６年生の時

です。放課後、先生が希望者にそろばんと書道を教

えてくれていました。もちろん無料です。土曜日の

練習もあり、楽しみ（１）なのは、この日にパンが

食べられることです。楽しみ（２）、皆で学校の近く

のパン屋さんにパンを買いに行くこと。パンはコッ

ペパンです、横から切れ目を入れて、何を付けるか

が？楽しみ（３）、いちごジャム、ピーナツ、バター

の中から選ぶこと。迷います。人気はいちごジャム

のようでした。一個１５円也 ( ジャムなし１０円 )

の記憶があります。この頃は何をしても楽しく又お

もしろかった。家の手伝いもしました。今日は久し

ぶりに小学時代のことを思い出し懐かしさが込み上

げて来ました。

──────────────────

「パンとわたし」

31 回卒　谷山いづみ
私の好きなパンは、ハンバーガーやチョコレート

パン、コーンパンなどです。「パン工場」を歌って

いると、テトの作ったいろいろなパンが食べたく

なってきます。

谷山洋子
私はパンはやわらかい生地でも、フランスパンの

ように堅くても、ベーグルのようにもちっとしたパ

ンでも何でも大好きです。食欲のない時でもパンな

ら食べられます。最近はパン屋さんで「パン工場」

に登場するパンをみつけると、思わず「ユーフォー

ににてるメロンパン」と口ずさみながら、いろいろ

なパンを買うようになりました。「パン工場」では

焼きたてパンの香ばしい匂いを想像しながら、パン

ロボットとして歌い、他の曲では町の人として楽し

く歌っております。

──────────────────

「パンとわたし」

32 回卒　栗山和宏
ぼくは、パンよりご飯が大好きでした。でも妹が

いつもパンとかケーキをおみやげに持って来ます。

毎日楽しみです。ぼくが好きなパンはチョコパンと

ドーナツパンと肉が入ったパンです。妹が作ったパ

ンもおいしいです。パンを焼くと台所がいいにおい

がします。犬のイヴもパンが大好きです。みんなで

食べているとイヴもほしがります。あげるといっぱ

いよろこびますが、腹をこわすから少しだけです。

ぼくは食べすぎてでぶになりました。今は少しだけ

食べます。がっかりです。

──────────────────

「パンと僕」

32 回卒　小林憲治・幸子
僕の好きなパンは、あんパン、クリームパン、カレー

パンです。テトの作るパンも食べてみたいです。きっ

とおいしいです。でもやっぱり僕は “こはん” が好

きです。

──────────────────
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「パン大好き」

32 回卒　河西美保子
私はハンバーガーのお店ではたらいています。た

くさんパンがあります。レギュラーバンズ、セサミ

バンズ、ビッグマックバンズなどです。いろんなハ

ンバーガー作ってます。金よう日にお昼に食べるの

が楽しみです。

家では朝パンを食べてます。バターロールや食パ

ンやホットドッグのときもあります。いちばん好き

なのはホットサンドです。レタスやハムやたまごや

チーズをはさんでホットサンドメーカーでやきま

す。とってもおいしいです。

「パンの思い出」

河西正子
クローバーの形でジャムとクリームとあんこが

入っている三色パン、食パンか給食のコッペパンぐ

らいしか身近になかった小学生の頃、祖父母宅で

買ってもらいました。それは大げさに言えば非日常

のもので、本当においしくて、暖かくて、幸せな気

持ちになったものでした。ふんわりとした食感と甘

い匂いは 50 年以上たった今でも懐かしい私の思い

出のパンです。

10 年ほど前パン作りに挑戦しました。仲間とお

しゃべりをしながら作るのは楽しく、ワクワクして

出来上がりを待ったものです。「子供達のためにパ

ンやケーキの小さなお店を作りたい」という友人

達との会話がきっかけでした。結局習っただけで終

わってしまいましたが…。“パン工場” を歌っている

と、あの頃の心豊かなひとときが浮かんできます。

笑顔で歌いましょう。

♪すっぱくて甘いクランベリーパン、紫色のブルー

ベリーパン…コーンパン♪ 

──────────────────

「パン」

34 回卒　鈴樹裕一・勝子
家では毎朝食パンを食べています。三度ごはんに

するとすぐ太るので、朝パンになりました。本人は

あまりパンは好きではない見たいです。パンでも

調理パン菓子パンが好き見たいで、とくにウイン

ナーが入っているとかチョコレートパンが好みのよ

うです。月に一度位は食べますが・・・・・・。あ

まり食べないようにしています。今はあきらめてい

るようで文句ひとつ言わず食パンを食べてくれてい

ます。今のミュージカルで歌っている時、もしかし

たら食パン以外のパンを思い出して歌っているか

も・・・・・。

──────────────────

「パンと私」

35 回卒　春日喜代志・三枝子
小さい時はお母さんといっしょに、パンダのパン

やカメのパンなどを作り、楽しんでいました。でも

今はパンを作ることはありません。なぜ？焼き上が

ると、おいしい香りにがまんができず、ついつい食

べすぎて、二人ともふとってしまうからです。好き

なパンはバターチーズパン。焼き立てのパン、本当

においしいです！。

──────────────────

「パンと私」

35 回卒　白川優子
私は、毎朝発芽玄米パンを、八枚切りにして食べ

ています。よくかんで食べるようにしています。そ

こにうすいハムをはさんだり、ブルベリージャムを

つけたり、庭のゆずを手作りにしたゆずジャムをつ

けて食べたりしています。とてもおいしいです。

白川博子
丈夫な胃腸、体を持ったわが娘、今はダイエット

に励んでいます。なるべく自然野菜を家庭菜園で作

り食していますが、理想体重には、あと一歩です。

──────────────────

36 回卒　行友宏文
うたとおどり　がんばります。ぼくは、カレーパ

ンが好きです。

行友喜代子
宏文は、作業所に週 1 回来ていたパン屋さんから、
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つもコチコチ。それでも、「おいしいね！」と食べ

てくれた子供たちのパンみたいにふっくら可愛かっ

たほっぺが忘れられません。パンはやっぱり幸せの

味と匂い…！

──────────────────

「メロンパン」

39 回卒　佐藤佳代
私はメロンパンが大好きです。スーパーなどで売っ

ているメロンパンはパサパサしていて好きではあり

ませんが、トラックで売りに来るメロンパンが好き

です。２週間に１回本川越で売っていたのですが、

来なくなってしまいました。でも家の近くのベルク

に、日曜日に売りに来たのです。150 円が 170 円

になっていましたが、とてもおいしいのです。バン

バンと大きな音がしてパンを焼いてくれます。外は

パリッとして中はふわふわです。テトのパンはおな

かの中の温度設定 35 度Ｃで作ってくれるので、もっ

とおいしいのかなと思います。テトのパンが食べた

いです。

「フランスパン」

佐藤順子
もう 50 年も前のことですが、私の父が出張でヨー

ロッパに行って朝食にフランスパンを食べ、フラン

スパンの美味しさに感激し、それ以来朝食はフラン

スパンになりました。そのころは日本にはあまり知

られていなく、梅田に行かなくては買えませんでし

た。今もフランスパンは大好きです。いろいろなお

店のフランスパンを食べましたが、一番美味しいの

がなんと家から一番近いスーパーに売っているもの

でした。岐阜に帰省するときには父にフランスパン

を買って帰ります。

──────────────────

「我が家のホームベーカリー」

39 回卒　清水志保子・美恵子
数年前、ある家電量販店のポイントが貯まり、不

要不急の何かを買おうということで我が家にやって

きたのが、ホームベーカリー君です。せっせと食パ

ンやぶとうパンを作り、私たちは焼き立ての味を楽

しみました。しかし、ほどなく我が家のキッチンは

常時置いておくほどのスペースはなく、しまうこと

おいしいパンを１つ、買ってくることを楽しみにし

ていました。今は、パン屋さんがもう 1 件増えて、

週 2 日、水曜日と金曜日に買ってきます。本当に色々

なパンを買ってきて、今では、主人も私も楽しみに

しています。特にカレーパンは、種類が沢山あるよ

うです。宏文が扮するテトは、カレーパンを上手に

焼けるかしら？ドキドキです。

──────────────────

「パンとわたし」

38 回卒　　石黒真衣子・芳子
友人がパン教室に通い始め、彼女のブログにアッ

プされた写真をみるたびに「なんともいえん。い～

いにおいだぁ」と心の中でエドの台詞をつぶやいて

います。ホントに焼きたてのパンのにおいは食欲を

そそるけれど、テトのおしりから生まれたパンは一

体…？　「やだぁ　うんちみた～い！」…いえいえ、

勇気を出して食べてみたいです。

今回、私達親子にとっては２回目の小金井祭の舞

台です。楽しんで、ドキドキして、会場が「なんと

もいえん。い～いにおい」に満たされるような舞台

になればいいな♪

──────────────────

「楽しいパン作り」

39 回卒　戸田尚幸
僕はパンを少年時代に作った事があります。母と

弟たちで楽しくパンを作った事を思い出します。そ

の時の思い出をきっかけに、ごく最近になって久し

ぶりに母と二人でパンを作る事にしました。役作り

のためにパンを作ってみたら、とっても楽しいと感

じられるようになりました。僕は、舞台でもパン作

りロボットとして、みんなに楽しくておいしいパン

をもっともっと作ってみたいと思っています。

戸田玲子
息子たちが幼稚園の頃、ママ友とパンを習ってい

ました。朝早くから粉やバターを計って、こねてま

るめて…イースト菌で程良く発酵したパンの生地は

ほんのりと甘～い匂い。手の中でやさしく丸めてい

ると、ぷちゅっと小さい可愛い音がして、ガスが飛

び出てきます。そして焼きあがったパンはエドの言

葉「何とも言えんい～い匂い」そしてジーンの様に

ひと口食べたら二口。二口食べたら三口…。家に帰

りさっそくパン作りに挑戦すると、なぜか半分はい
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にしました。しばらくして、息子のお嫁さんが、パ

ン作りをしたいと言って、又、このホームベーカリー

君が活躍することになりました。今度は食パンだけ

でなく、メロンパンやコーンパンなど色々なパンつ

くりをすることになりました。お友達を招いて、ホー

ムベーカリー君の作ったパンを食べてもらい、皆か

ら「おいしい！！」と喜んでもらいました。そうな

ると嬉しいらしく、レパートリーが増えて、ますま

す活躍するようになりました。お嫁さんは、まだ当

分、戸棚にしまうつもりはないようですので、もう

しばらく、ホームベーカリー君は活躍しそうです。

ちなみに、我が家は、近くのスーパーで買ってき

たパンを毎日食べています。筋金入りの和食党だっ

た我が家が、いつのころからか、朝食はパンにな

り、父親はシンプルな食パン、志保子はブドウパン

にチーズを乗せて。母親の私はまだ納豆が恋しくて、

ご飯にしたり、パンにしたり。でも大好きな味噌汁

を飲む回数が減ってきています。我が家も世の中の

傾向と同じようです。

──────────────────

41 回卒　長田翔平（母）
パン・・・パン・・・パン・・・？

そう言えば・・・パン屋さんの試食コーナーに出

没しすぎてお叱りを頂いたことはありましたっけ。

──────────────────

45 回卒　戸谷さほ
このミュージカルを見ると、なかまとあいじょう

とたすけあいときょうりょくをかんじます。元気が

出ますよ。

戸谷好秀
　「ロはロボットのロ」は歌えば歌うほど不思議に

満ちています。登場人物は、変な名前ばかりです。

マリリンモンローがママモンローと娘のマリリンに

分かれます。ここでハリウッド映画が浮かんでヘン

リー爺さんは、なぜかヘンリーフォンダを連想しま

す。ヒロインはここに住んでいるからココです。主

人公はなぜかテトです。旅でいくところはパン屋な

のでイーストランドです。泥棒市場は「男は女、女

は男」と変な歌を歌います。マグベスの魔女のよう

です。だからか、ココは強く、テトは男性のようで

すがあまり強そうではありません。ようするにいろ

いろなものが上下左右さかさまなのです。そして若

竹ミュージカルそのものも人生に対するそのような

正しい混乱と楽しい連想を私に与えてくれます。

　ところで、フランス語辞書では、ココは「可愛

い坊や」、テトは、「頭」とあります。「先頭」とい

う意味もあります。ココから、始めの音「あ」につ

ながります。アッ、これでいいカネ、カネー・・・・。

教えて、作者の先生？

──────────────────

「パンと私」

47 回卒　加藤彩
私はパンが大好きです。毎朝チーズはちみつトー

ストを焼いて食べています。今、マイブームです。「ロ

はロボットのロ」の歌に出てくるクランベリーパン

やブルーベリーパンも今度食べたいです。今までで、

はまったパンは、チョココロネとメロンパンとフレ

ンチトーストです。木曜日は、ヘルパーさんと一緒

にマクドナルドへ行ってから買い物をします。いつ

もチーズバーガーセットを頼んで食べます。これも

マイブームです。

パンはやわらかくておいしいです。味わって食べ

ます。

 

「パンの思い出」

加藤亜紀
娘の作文を読んで、懐かしく思い出されることが

ありました。まだ娘が小学生のころ、食事に時間が

かかり、毎朝遅刻をしないように苦労していました。

そんな時に、早く食べられるフレンチトーストを

作ってみたところ、娘も気に入って、毎日でも飽き

もせずに喜んで食べていました。そのうち食事も何

とか人並みに食べられるようになり、いつの間にか

フレンチトーストの出番もなくなりました。

今でもフレンチトーストというと、その当時のこ

とが思い出されます。

──────────────────

「パンとわたし」

47 回卒　藤井佑樹
ぼくは今　若竹ミュージカルで『ロはロボットの

ロ』の練習をしています。11 月の小金井祭で本番

をやるので、練習は一生懸命にやっています。ぼく

はカエルの役でゲロゲーロのセリフです。『ロはロ
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などもちろん無くて、冬はこたつの中にパン種を入

れて発酵させていました。不用意にこたつに脚を

つっこむと、グニャッと発酵途中のパンがつぶれて

よく母に叱られました。当然のことながら、ひしゃ

げたカッコ悪いパンを自己責任で食べることになり

ました。でも、パンがオーブンの中で焼き上がって

くるときのあの香ばしい香りと焼き上がったばかり

のパリパリした食感は何とも幸福な気分にさせてく

れました。初めて、「クロワッサン」というリッチ

なパンを食べたのも、母の手作りでした。世界一美

味しいパンだと感動したのを覚えています。今年

７８歳の母は今もパンを焼いています。最新のオー

ブンレンジでです！わたしも、子どもたちのリクエ

ストに合わせてでピザやコーンパンなど作ります。

──────────────────

49 回卒　関千晶・久江
千晶の好きなパンはブドウパンとクリームパンで

す。パン焼き器で姉たちがふあふあの食パンを作っ

てくれました。でも最近はママは作っていません。

パン作り教室にも行ったのですが、続きませんでし

た。でも又誰かのために「おいしい」と言ってもら

えるように頑張ってみよう。（母のつぶやき）

──────────────────

「ぼくのすきなパン」

50 回卒　堀内煕
ぼくのすきなパンは、ブルーベリーパンとソーセー

ジパンです。チーズがついたソーセージパンがとく

にすきです。若竹ミュージカルの中では、カエルと

いっしょに「ゲロゲロゲロ」とおどるところが楽し

いです。

保谷のおじいちゃんとおばあちゃんに見てほしい

です。

「新しい世界へ」

堀内和子
平成 24 年度新入団員の堀内煕（ひかる）と母です。

若竹ミュージカルが生まれた 1993 年生まれの煕

は、幼稚部入学以来 14 年間、ほぼ毎回公演を観て

いたファンの一人でした。そして学校を卒業して、

ミュージカルの仲間になれたことは、私達親子に

とって新しい世界の始まりとワクワクしています。

主人公テトを見ていると、作業所でパン作りをし

ボットのロ』の中にパンがいっぱい出てきます。ぼ

くはパンが大好きです。バターロールが一番好きで

す。やわらかくていい匂いで美味しいです。白い食

パンも好きです。バターはつけないのが美味しいで

す。お家でみんなでパンを作りました。機械で作り

ました。アツアツのパンをみんなで食べました。『ロ

はロボットのロ』の中で、パンの小道具をみんなが

持ちます。みんなが作って来ました。美味しそうで

す。見て下さい。

「パン」

藤井弘美
美味しそうなパン・・・と聞くと真っ先に連想す

るのが『アルプスの少女ハイジ』に出てきた『しろ

いパン』です。子供の頃バターロールの薄皮をそっ

とむいて白く見えるようにしハイジの気持ちになっ

て食べたものです。家庭でパン焼き器を購入し休日

に焼いてみました。香ばしいいい匂いが漂いフワフ

ワ熱々のきつね色のパンが焼きあがりました。おお

～！と思わず歓声をあげてしまう程美味しそうでし

た。パンの魅力は、見ても・嗅いでも・触っても温

かく気持ちを和ませ、高揚もさせてくれます。・・・

そう、まるで、若竹ミュージカルのようだと感じま

した。

──────────────────

「パンとわたし」　　

49 回卒　　茂木季
わたしの一番好きだったパンは・・・・保育園の

ときに母が作ってくれた「ハリネズミ」のパンです。

土曜日に持って行っていました。今も、忘れません。

今、よく食べているのは、はちみつトーストです！

　　　　　　　　　　　

 「パンとわたし」

茂木千沙
わたしの母もパンを作っていました。当時は、ガ

スレンジに直接置くガスオーブンでした。発酵キー

　「ハリネズミ」パン！！！
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の上でとろけるマーガリン。そして温めた牛乳。美

味しく楽しい給食の時間でした。同級生８名で４年

生からは本校舎へのバス通学。その本校舎に、長男、

長女は１年生の時からバス通学し、早いもので長

男はこの４月から同じく父が通った古里中学校に入

学。いずれの校舎もエアコン完備で給食はごはん中

心に。約３０年の時間の流れをあらためて感じます。

１歳１０か月の次男が小学校、中学校に通う頃には

さらにどんな変化が・・・今から楽しみです。

──────────────────

パンとわたし

 オーボエ　小澤耕平
我が家では毎朝パンを食べています。食パンを焼

いて、ジャムを塗ったり、チーズを塗ったり。子供

達はぶどうパンやクリーム入りのミニクロワッサン

が大好きです。おばあちゃんはアンパンが好きで、

よく食べています。僕はクリームチーズを塗った食

パンにバジルを散らしたり、オリーブオイルを塗る

のが好き。昼休みに楽器の練習に行ったりすると、

昼食を取る時間が無くて、菓子パンで済ませること

も多いです。手軽で美味しいパンは、僕たちの生活

に欠かせません。パンに感謝をしながら、楽しく演

奏したいと思います。

──────────────────

「パンの思い出」

ピアノ　工藤久美
忘れられないパン屋さんの思い出があります。 祐

天寺にある老夫婦で営む、夜中１時から開店するパ

ン屋さん。 パン好きの友達と一緒に行ってみました。 

お店のご主人が、私たちの選んだパンを１つずつ丁

寧にゆっくりと袋に入れる姿に、なぜか心が動きま

した。 １つ１つのパンを、丁寧に、ゆっくり、作る、

作り続ける。 １つのパンに人の生活の歴史が込めら

れているように思えて、人間の一仕事に触れた忘れ

られない思い出になっています。 普段はそれぞれ自

分の生活や仕事をこつこつ頑張っている仲間達と観

客の皆様が、今日は学芸の森ホールに集まって、「ロ

はロボットのロ」を一緒に感じられることを楽しみ

にしています。

──────────────────

パンとわたし

ホルン　飯島友香里
　幼い頃からのパン好きが高じて、パン屋さんで

２年ほどアルバイトをしたことがあります。早朝の

シフトに入ると、焼きたてのパンをお店に並べる仕

事があります。冷めてもおいしいのですが、やっぱ

り焼きたては特別。しっかり朝食をとっていても、

焼きたてパンの香りでお腹が空いてきてしまいま

す。でも、焼きたてがお店に並ぶ時間はたいてい仕

事中なので、焼きたてパンを食べられるチャンスは

パン屋さんでもなかなかありませんでした。タイミ

ングよく休憩があると、うきうきしながら焼きたて

パンを食べる毎日。案の定、その時期は体重が増加。

それでも、焼きたてパンの香りには勝てないのでし

た。

──────────────────

「パンとわたし」

コントラバス　大串清文
パンで思い出すのは、今は廃校となった「奥多摩

町立古里（こり）小学校大丹波（おおたば）分校」

での給食の時間・・・木造校舎で各教室にあった、

だるまストーブでトーストした食パンやコッペパン

若竹ミュージカルオーケストラ

ている友達を思い出し、そしてそれぞれの仕事を頑

張っている友達を思い出し・・・大切な人々との絆

を感じさせてくれます。ミュージカルを通して「♪

～新しい希望と、新しい喜びと、新しい元気～♪」

な新しい生活に向かっていきたいと思います。私に

とってパンは、まさに元気の源となりそうです。皆

さま、宜しくお願いいたします。

──────────────────
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ヴァイオリン　坂下万里子
私はまっしろなごはんが大好きだ。おかずがなく

ても、炊きたての温かいごはんが食べられたらすご

く幸せな気分になる。特に朝食は「絶対ごはん !」

と決めている。そうじゃないと、いまいちパワーが

湧いてこない。だから、朝起きて食卓にパンが並べ

られている日は、少しだけブルーな気持ちになる。

「今日はパンかぁ…。」パンが嫌いなのではない。た

だただ、ごはんが大好きなのである。

そんな私にも「今朝はパンが食べたい！」と思う

瞬間がある。おそ～く起きた休日の朝。無性にパン

が食べたくなる。食パンをオーブンでカリカリに焼

いて、スープに浸して食べるのは最高だ。心も体も

ほっこりとあったかくなる。

ごはん、ときどきパン。そんなリズムがちょうど

いい

──────────────────

ファゴット　佐藤寛治
去年に続いての「口はロボットの口」に参加させ

ていただきますが オペラはモーツアルト、ヴェル

ディ、プッチーニ、ショスタコービッチなどは演奏

しましたがこの様な書き下ろしのオペラは初めて去

年は全くの手探り状態でしたが 少しは私も含めて目

鼻立ちくらいはできたのではないかと思います。 去

年の小金井祭、南アルプス市公演と皆様とご一緒さ

せていたたたきましたが 今回もどうか、よろしくお

願いします。

────────────────── 

チェロ　島田栄子
演奏をしながらいつも考えてしまうこと。それは、

テトが作るパンは一体どんなパンなんだろう、とい

うこと。1000 個も作れるなんて！ 1000 個も作る

んだからロールパンみたいなパンかな、と思うけれ

ど、でも「はちみつパン」みたいなとっても魅力的

なパンの名前も出てきます。どれもこれも食べてみ

たい！「日本人好みのパンばかりだな～」

なんてことを考えながら演奏をしています。こん

なに色々なパンを作れるテトみたいなロボット、い

たらいいですね！

────────────────── 

チェロ　田中博
寒い時期になりました。そろそろ年の瀬が近づい

ていますね。日本では年越しといえばお蕎麦ですが、

自分が住んでいたオランダでは、この時期には『オ

リボーレン』という、粉砂糖を塗したドーナツ菓子

を食べる習慣があります。たくさんの出店（屋台？）

が出て、オランダ全土のうち、どの店がおいしいか

というランキングがインターネットに出されるほど

の盛り上がりようです。またいつか年越しの花火を

見ながら食べたいと、家族みんなで話しています。

────────────────── 

パンの思い出

ヴァイオリン　谷口晶子
私は小学生の頃、埼玉に引っ越してきました。着

いたのは夜。ガスの関係だったのでしょうか。まだ

料理ができない新しいお家で、買ってきたパンを家

族で食べたのを覚えています。そして、新しい町の

商店街にはパン屋さんが１件ありました。スーパー

で買うパンとは違って、トングを使って好きなパン

を取るということにいつもワクワク。小学生の私の

お気に入りのパンは、動物パンでした。うさぎの形

で、中には甘いクリームが。目はゼリーで口はチョ

コレート。本当においしかったです。

パンとともに子どもの頃の懐かしい思い出がいっ

ぱいです。 

────────────────── 

「コッペ」

トロンボーン　谷口良二
パンと言えば、家では食パンでした。学校では、

コッペパンでした。そういう時代でした。食パンは

「食べるパン」だなと想像ができるのですが、コッ

ペパンの「コッペ」って何でしょうか。（「食べない

パン」ていうのも想像できないが…画家さんが使う

やつか？）調べてみました。フランス語でした。「切

られた」という意味の「クーペ」が訛ったらしいです。

つまり、あれです。ホットドック用のパンです。間

に何かを挟んで楽しむパンです。確かに、市販のコッ

ペパンは切れ込みがあって、そこにジャムやマーガ

リンが挟まっています。給食の時のコッペパンは

違いました。切れ込みはなく、ちぎってマーガリン

につけて食べていました。「コッペ」じゃないです。

ダメじゃん

──────────────────
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大野優子
パンというと、ごはん党の私は、なんとなく優雅

な朝を思い描きます。休日の遅く起きた朝、特別で

ちょっと気取った感じ。

でも、イーストランドやウエストランドの人たち

にとっては、毎日の、いつもと変わらない朝の風景

なのでしょう。ごはん党の私がほかほかごはんを茶

碗によそうとき、いつもの見慣れた風景だけれども、

小さな幸せを感じる。そんな感覚と同じなのかもし

れません。そんな、ほかほかした小さな幸せにみん

なが包まれるといいなと思います。

──────────────────

若竹ロボットのパン

加藤富美子
　たぶん、父親ゆずりなのでしょう。小さい頃か

らパンが大好きな私。初めて訪れた街のパン屋さん

探しが趣味です。今までで一番おいしかったのは、

もう 30 年も前に、ザルツブルクで毎朝、焼きたて

を買いにいっていたゼンメルンという小さくて皮が

カリッとしたパン。一個 10 円ぐらいだったけど、

それをサクっと横に割って、バターを塗ると、それ

だけで飛び切りのメニューになるのです。ずっと長

い間、なかなかそれを越えるバンには出会えません

でした。ところが・・・。

若竹のみなさんと「ロはロボットのロ」に取り組

むようになってから、これまで食べたことのない最

高のパンといっぱい出会うようになりました。ブ

ルーベリーパン、はちみつパン、マロンパンなど、

パンロボットたちがつくるパン、そして、テトがウ

ンウン言いながらつくるテトのパン。練習中、その

こうばしい香りで、私をどんどん幸せにしてくれた

若竹ロボットたちがつくるパン。本番では、さらに

極上のパンを味わえることと、とっても楽しみで

す！

──────────────────

支援者
ヴァイオリン　蜂須健司

今回の舞台オケには、２回目の参加となります。

前回の作品とはまた違う舞台に仕上がり、その中で

演奏に参加できることを光栄に思います。 パンと聞

いて、パッと思い出すのはメロンパンです。小学生

の頃からお菓子感覚で食べています。現在も職場に

パンを売りにくる方がおり、毎週メロンパンを買っ

て食べています。 メロンパンを食べて一息つくの

がくせになり、メロンパンなしには生活できないで

しょう。

 メロンパン万歳！！ 

──────────────────

「パンのあれこれ」

ヴァイオリン　森永佳代
• パンは好き。

• シンプルなパンも惣菜パンも甘いパンも好き。 

• 特に好きなのは、チーズの入ったパン、カレー

パン、米粉パン。 

• 朝食や昼食にはよく食べるが、夕食にはほとん

ど食べない。

• パン屋さんの雰囲気は落ち着く。 

• パン屋さんでパンを買うとき、とても迷う。 

•「焼きたて」と書いてあると、つい買ってしまう。 

• 最近知ったパンはルバーブパン。 

──────────────────

パーカッション　矢浪陽子
子どもの頃、海外へ引っ越しました。帰国した際、

周りの人は「何が食べたい？お寿司？」なんて聞い

てくれたわけですが、そんな周囲の期待（?!）を裏

切り、日本に帰ったらとにかく食べたかったのは、

あ・ん・ぱ・ん！！それから、地元のなじみのパン

屋さんの、甘みがあってふわふわした食パン！「パ

ンでいいの？」とびっくりされたものです。初めて

のおつかいがそのパン屋さんだった私にとって、そ

のパンと、お店からただよう甘い香りと、パン屋さ

んのおじさんとおばさんの笑顔は大切な思い出。マ

マモンローを見ていると、遠いオランダの空の下、

あんぱんを懐かしんでいたときのことを思い出しま

す。

──────────────────
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名に因んだ人物（ママモンローやマリリン）が登場

してきますが、実際にモンローの父がパン職人だっ

たのには驚きました。このオペラの主題にも深く関

わってきたであろうと思われる父の職業に続く更な

る驚きはモンローの本名がノーマ・ジーン・ベイカー

で、今回、「イーストランド城」の場で登場の魔女

の名がノーマ、魔女の娘の名がジーンそのものだっ

たことです。台本を書かれた鄭義信さんがモンロー

の大ファンで、彼女への敬意や愛情表現としてモン

ローをイメージさせる名前を作品の処々にちりばめ

られたのでしょうか？そう思うと、このオペラが今

は亡きマリリン・モンローへのオマージュ作品にも

私には見えてくるのです。

──────────────────

「メロンパンと私」

三輪禎子
私の大好きなパンは、メロンパン。

♪ UFO に似てるメロンパン　と歌われるあのメロ

ンパンです。中でも、この秋　富良野の富田農園で

求めたメロンパン。メロンジャムが入っていて、外

はあのパリパリ感。食べたのが、お腹がすいていて、

食べるものがなかったときですから余計おいしく食

べられたのかな？それに、イメージしていたメロン

パンとは全く異なりました。メロンジャムが入って

いるんです。そしてパンの皮はメロンの網のように

切れ目が入り ､ パリパリです。そう書いている今も

あのふんわりとした香りが漂います。口の中は、メ

ロンジャムで♪口いっぱいの　よろこび　です。

──────────────────

「私が好きなのは・・・・・・」

山本正子
パンといえば給食。私が小学生の頃の給食に出た

パンは、コッペパンしか思い出せない。嫌いではな

かったが大きすぎて、いつもがんばって食べていた

ように思う。そしてウン十年たった現在、朝はパン

食のことが多くなった。一年くらい前から、ライ麦

や玄米などの入った白くないちょっと固めのパンを

食べている。健康に良いと考えて食べ始めたのだっ

たが、当初は食べにくくてジャムをこってりつけて

食べていた。しかし最近では、ジャムなしで♪ふ～

んわりやわらか・・・ではない固いパンの噛みごた

えに、何故かはまっている。

──────────────────

「パンに成った花火？ 」

根本友己
ロくでもない考えが浮かんだ。「パンと鳴った花火

だ綺麗だな」の歌詞が纏い付いた。
はああああ！書くこと何もない、でパン？パン！

パパッパパンと苦しんだ結果である。
ロボットが恋をするのなら、花火がパンになって

もいいじゃないか！
のぞいてみよう！どんなパンか、黒い袋に入って

破るとパンと音がして、色鮮やかな綿菓子みたいな

パンが現れる。早く食べないと溶けてしまう。口に

入れるとパチパチはじけその刺激で目から火花が出

てしまう。とらえどころない魅力は若竹ミュージカ

ルと同じ。
口（くち）から出まかせのパンであるが、食べて

ください。泥棒市場で売ってるって！

──────────────────

「パンとわたし」

橋本明子
このテーマでふと考えたこと…。それは、私が

演じさせていただく役の魔女ノーマはパンが大嫌

い！！ということ…。なぜノーマはパンが大嫌いな

の…？　人には多少の（？）好き嫌いはあるもので

しょうが、“パンが大嫌い！！” という人を私はあま

り知りません。ソーセージやマヨネーズ、コロッケ、

たまごやチーズなど、色んな具材を使って作った調

理パンも、あま～い菓子パンも大好きです☆

小腹がすいた時についつい間食してしまったり…、

私にとってパンはとても身近な食べ物です。そんな

パンを、ノーマは大嫌いだと言っている！本番まで

に、もう少しノーマの気持ちを考えてみよう！と

思ったのでした。

──────────────────

「マリリン・モンローへのオマージュ」

福井晴美
息子や娘が幼い頃、私は自宅でせっせとパン作り

をしていました。パン製造ロボットのテトには遥か

及ばないまでも、プロ仕様のガスオーブンを駆使し、

本格的なパン作りをめざしていた日々でした。今は

懐かしい想い出です。

さて、今回のオペラでは、マリリン・モンローの
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若竹ミュージカルの沿革

1993	 7	 東京学芸大学教育学部附属養護学校
	 	 開校４０周年記念若竹ミュージカル　発足	
1993	 8.1	 第１回オリエンテーション
	 	 演目決定　『サウンド・オブ・ミュージック』
1994	 1.15	 ラジオジャパンにて１月９日の練習風景放送
	 1.16	 若竹会新年会にて、歌を披露
	 1.22	 東久留米市にぎやかカーニバル出演（於　東久留米市中央公民館）
1994	 6.15	 開校４０周年記念式典行事参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 8.6 〜 7	 合宿練習（於　養護学校）
	 10.16	 若竹まつりにて『サウンド・オブ・ミュージック』上演
	 11.3	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『サウンド・オブ・ミュージック』公演
	 	 東京学芸大学管弦楽団と共演
	 	 （NHK ニュース及び「NHKこどもの療育相談」に取りあげられる）
	 12.1	 東久留米市にぎやかカーニバル出演（於　東久留米市中央公民館）
1995	 6	 若竹ミュージカルを上演する会発足
	 9	 ９月より正嘉昭先生から演技指導を受ける
	 11.2	 福祉文化学会主催福祉文化総大会参加（於　横浜ラポール）
	 12.1	 座談会−ミュージカルが「癒す」もの−　（演劇と教育 1996 年３月号掲載）
	 12.9	 東久留米市にぎやかカーニバル出演（於　東久留米市中央公民館）
1996	 3	 演目を『ウェスト・サイド・ストーリー』に決定
	 4	 東京学芸大学管弦楽団OB・OG及び現役の有志により
	 	 ウェストサイドストーリーオーケストラ編成
	 	 指揮者に広井隆先生を迎える
	 8.3 〜 4	 オーケストラとの合宿練習（於　養護学校）
	 10	 若竹まつりの若竹おどりにて歌と踊りを披露
	 11.3	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『ウェスト・サイド・ストーリー』コンサート
	 	 ウェストサイドストーリーオーケストラと共演
1997	 1	 広報紙 GO2 ブロードウェイ創刊
	 5	 オーケストラとの交流会（於　奥多摩）	
	 8.9 〜 10	オーケストラとの合同合宿練習（於　養護学校）
	 	 ウェストサイドストーリーオーケストラを
	 	 若竹ミュージカルオーケストラと改称
	 	 舞台監督に宮上直也氏（故人）を迎える
	 10.11	 『ウェスト・サイド・ストーリー』公演（於　三鷹市公会堂）
	 11.2	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『ウェスト・サイド・ストーリー』公演
	 11.23	 ’ 97 山の都ふれあいコンサート参加〔於　山梨県民文化ホール）
	 	 『ウェスト・サイド・ストーリー』公演
1998	 5.3	 オーケストラとの交流会（於　養護学校）
	 6.14	 日本発達障害学会 33 回研究大会特別公演（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『ウェスト・サイド・ストーリー』コンサート
	 8.8 〜 9	 オーケストラとの合同合宿練習　（於　養護学校）
1999	 3.7	 『サウンド・オブ・ミュージック』コンサート（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 5.2	 オーケストラとの交流会（於　養護学校）
	 8.7 〜 8	 オーケストラとの合同合宿練習（於　中央アルプス駒ヶ根）
2000	 1.10	 東京都盲・ろう・養護学校総合文化祭「舞台芸術・演劇祭」特別出演
	 	 『サウンド・オブ・ミュージック』（第 1幕より）上演（於　東京芸術劇場中ホール）
		 	 舞台監督に黒木辰男氏を迎える
	 3.5	 『サウンド・オブ・ミュージック』（第 1幕より）公演（於　所沢市民文化センター・ミューズ）
	 8.19 〜 20	 オーケストラとの合同合宿練習（於　養護学校）
	 10.9		 『サウンド・オブ・ミュージック』　全幕公演（於　所沢市民文化センター・ミューズ）
	 11.5				 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『サウンド・オブ・ミュージック』　全幕公演
2001	 	1	 次回演目を『屋根の上のヴァイオリン弾き』に決定
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	 	5.	4	 『サウンド・オブ・ミュージック』　全幕公演	（於　りゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館・劇場）
	 8.11~12		オーケストラとの合宿練習（於　養護学校）
	 11.3		 若竹ミュージカル映像制作部による「ドキュメント新潟公演」完成
	 11.4	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加	（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 「ドキュメント新潟公演」上映会＆出演者と語る会
2002			 8.10 〜 11	 オーケストラとの合同合宿練習（於　養護学校）
	 11.3	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『屋根の上のヴァイオリン弾き』コンサート
2003	 8.9 〜 10	集中練習（於　養護学校、ルネこだいら）
	 11.2	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『屋根の上のヴァイオリン弾き』第一幕より
2004	 1.10	 若竹会「新年会・成人式」にて、『屋根の上のヴァイオリン弾き』から一部を披露
	 	 	（於：成美教育文化会館	グリーンホール）
	 3.28	 「しずおかおもちゃ図書館開館 20 周年記念」コンサートに出演
	 	 ( 於　静岡市民文化会館大ホール )『屋根の上のヴァイオリン弾き』全幕公演
	 8.7 〜 8	 集中練習（於　養護学校）
	 10.31	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『屋根の上のヴァイオリン弾き』全幕公演
2005	 1.23	 広報紙 GO2 ブロードウェイ 100 号発刊
	 5.8	 東京公演　( 於　武蔵野市民文化会館大ホール）
	 	 『屋根の上のヴァイオリン弾き』全幕公演
	 	 「僕たちのブロードウェイ」発行
	 11.6	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『若竹ミュージカル 12 年の軌跡』コンサート
2006	 5.6	 若竹ミュージカルコンサート東久留米公演、『僕たちのブロードウェイ』
	 	 （於　東久留米市立中央公民館ホール）
	 7.22 〜 23	 オーケストラとの合同合宿練習（於　藤野芸術の家）
	 11.5	 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『サウンド・オブ・ミュージック』ハイライト版
2007			 3.23			 第１回附属学校の輪・カーニバルに参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
			 7.14			 若竹ミュージカル公演『サウンド・オブ・ミュージック』全幕（於　ルネこだいら）
	 8.19		 わくわくコンサート 5周年記念公演に出演　（於　長崎ブリックホール）
	 	 『サウンド・オブ・ミュージック』全幕公演
	 11.4		 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『サウンド・オブ・ミュージック』全幕公演
2008			 3.22			 第２回附属学校の輪・カーニバルに参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 11.2		 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『屋根の上のヴァイオリン弾き』ハイライト版
2009			 3.20			 第 3 回附属学校の輪・カーニバルに参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 11.1		 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館ホール）
	 	 『屋根の上のヴァイオリン弾き』全幕公演
2010	 5.2	 2010 若竹ミュージカル公演　( 於　武蔵野市民文化会館大ホール）
	 	 『屋根の上のヴァイオリン弾き』全幕公演
	 7.24	 筑波大学附属久里浜特別支援学校「きらきらコンサート」に出演
	 11.21		 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館・学芸の森ホール）
	 	 オペラ『ロはロボットのロ』コンサート
2011			 1.10			 ドキュメンタリー映画 “空想劇場〜若竹ミュージカル物語” の完成上映会
	 	 （於　成美教育文化会館）
	 8.22	 星槎賞受賞　( 第 20 回アジア知的障害会議 in 済州島）
	 11.3		 小金井祭（東京学芸大学学園祭）参加（於　東京学芸大学芸術館・学芸の森ホール）
	 	 オペラ『ロはロボットのロ』公演
	 11.26		 南アルプス市連合ＰＴＡ学習会（於　南アルプス市櫛形生涯学習センター　あやめホール）
	 	 オペラ『ロはロボットのロ』公演
2012	 7.22	 広報紙 GO2 ブロードウェイ 200 号発刊
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の
あ
ぜ
み
ち
の 

あ

さ
く
さ
く
と
霜
柱
ふ
み
し
め
た

あ
あ
あ
あ

あ
の
遠
い
冬
の
日
の
あ
ぜ
み
ち
の 

あ

テ
ト
の
パ
ン
は 

あ

あ
い
う
え
お
の 
あ

あ
た
た
か
い
雨
上
が
り
の 

あ

水
た
ま
り
に
桜
の
花
び
ら
が
浮
か
ん
で
い
た

あ
あ
あ
あ

あ
の
遠
い
春
の
日
の
　
雨
あ
が
り
の 
あ

テ
卜
の
パ
ン
は 

あ

あ
い
う
え
お
の 

あ

晴
れ
た
日
も 

曇
っ
た
日
も 

雨
の
日
も

哀
し
い
時
も 

苦
し
い
時
も 

淋
し
い
時
も

や
っ
て
来
る

朝
の 

あ

新
し
い
希
望
と 

新
し
い
喜
び
と

新
し
い
元
気
が
窓
叩
く

朝
の 

あ

あ
あ
あ
あ

新
し
い
朝
の 

あ

テ
ト
の
パ
ン
は 

あ



若竹ミュージカル

〒 203-0004
東京都東久留米市氷川台 1-6-1
東京学芸大学附属特別支援学校内

若竹会
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